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B c M 
1) 『物理数学』、 A.T. X, p. 75。デカルトに関する引用参照は、 CEuvres
de Descartes，邑diteespar Charles Adam et Paul Tannery, re吾diti on 
Vrin-C. N. R. S., llvol., 1964 1974。以下A.T.と略記する。本稿ではこ
のテキストを基に、邦訳などを参照しつつ翻訳し、必要に応じて原文を記
載した。
2) 『物理数学』、 A.T. X, p. 77o 






4) Alexandre Koyre, Etudes galileennes, Hermann, 1939, p. 124. 
5) 「哲学原理J第2部43項、 A.T. IX -2, p. 88。下線は論者による。
6) 『思索私記』、 A.T. X, pp. 219 220。
7) メルセンヌ宛書簡、 1638年10月11日、 A.T. I, p. 387。この enpropor-




えている。 A.T. X, p. 1140 
9) アリストテレス、『自然学』、アリストテレス全集 3，岩波、 1968、IV
1, 219a 22 b3。
10) Pierre Duhem, Les origines de la statique, 2vol., Paris, 1905, tome 1, 
p. 346. 
11) メルセンヌ宛書簡、 1638年9月12日、 A.T. I, p. 3540 
12) これに関しては、小林道夫、『デカルト哲学の体系J、勤草書房、 1995、
pp. 352 355。
13) メルセンヌ宛書簡、 1638年7月13日、 A.T. I, p. 2290 
14) 同上， A.T. I, pp. 233 234。
15) 『哲学原理』第2部36項、 A.T. IX 2, p. 83。
（大学院後期課程修了）
